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小平市社会福祉協議会
マスコットキャラクター「こふくちゃん」

令和3年（2021年) 1月5日 No.246  小平社協だより

社協だよりは奇数月の発行です。社協事業は会員の皆さんの会費や寄付で成り立っています。ご協力お願いします。

TEL.042（344）1217  FAX.042（341）6220

総務係
☎０４２（３４４）１２１７

こだいらボランティアセンター
☎０４２（３46）１424

小平市障がい者地域自立
生活支援センターひびき
☎０４２（341）6555

たいよう福祉センター
（小平市立障害者福祉センター）
☎０４２（３４3）4976

小平市地域包括支援センター
中央センター
☎０４２（345）0691

こだいら生活相談支援センター
☎０４２（349）0151

法人運営係
☎０４２（３４４）１２１７

権利擁護センターこだいら
☎０４２（３４2）8780

小平市立あおぞら
福祉センター
☎０４２（326）4980

　会費や寄付に関する受付窓
口です。その他、社協だよりの
発行、生活福祉資金貸付相談、受験
生チャレンジ支援貸付相談も行って
います。
　窓口は福祉会館４階にあります。
お気軽にお寄りください。

　ボランティアの相談窓口
です。その他、車いすの貸出
や市内小・中学校で福祉体
験学習も行っています。偶数月
に「こふくだより」を発行してい
ますので、ボランティアに興味
のある方はぜひご覧ください。

　小平市にお住まいの障がいの
ある方・ご家族から、制度や障害
福祉サービスの使い方、生活に関する相談を受け

ています。ご相談内容により、
関係機関や専門機関との連携
も行います。まずは、電話でお
気軽にご連絡ください。

　「生活介護事業」、「児童発達支援事業（あすの子
園）」、相談事業等を行っています。令和4年度（予
定）の児童発達支援センターの開設に向け、改修工
事が行われます。工事中は仮移転となりますが、工事
終了後は、また同じ場所で活
動を再開しますので、今後と
も変わらぬご理解・ご協力を、
よろしくお願いします。

　高齢者の地域での生活を
支援する総合機関です。主な業務として、介護保険
制度や介護予防の紹介、医療や認知症についての
相談への対応のほかに、いつまでも安心して過ご
せる地域づくりなどにも取り組んでいます。事務所
は、健康福祉事務センター１階です。様々な種類の
パンフレットなども用意していますので、ぜひお気
軽に相談ください。
担当圏域  小川東町、小川町２丁目、学園東町１丁目

　「生活全般にわたる困り
ごと」に対応する無料相談
機関として、仕事や病気、経済的なことなどあらゆ
る悩みを一緒に考え、解決に向けて支援します。
　生活の不安やひきこもりのことなど、「どこに相
談したらいいの？」という悩みはぜひ私どもにお話
しください。

　社協事業全体のマネジメント
業務を行っています。また、「地
域で支えあう福祉のまち・こだいら」の実現を目指し

「第四次小平市地域福祉活動計画」の推進に取り組
んでいます。さらに、この活動計画を具体的に推進す
るために、市内の社会福祉法人で作る「小平市地域
公益活動推進連絡会」の活動を支援しています。

　高齢者や障がいのある
方など判断能力が十分で
ない方に対し、福祉サービスの利用手続きや支払
い、郵便物の確認やその対応、金銭管理等に関す
る相談を行っています。
　成年後見制度等に関する出前講座も行っていま
すのでお気軽にご相談ください。

　障がいのある方とそのご家族、支援を必要とされ
ている方々が、より明るく豊かに暮らしていけるた
めの支援を行っています。
　知的障がいのある方が通われる「生活介護事
業」や身体に不自由を感じている方が利用される

「自立訓練事業」のほか、様々な相談事業などを
行っています。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
本
会
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
、
新
し
い
生
活
様
式
を
求
め
ら
れ
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
本
会
に
お
い
て
も
福
祉
の
つ
ど
い
や
高
齢
者
福

祉
大
会
、
福
祉
バ
ザ
ー
等
を
残
念
な
が
ら
中
止
と
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染

予
防
対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、
刻
々
と
変
化
す
る

状
況
を
踏
ま
え
た
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応
を
取
り
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め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、本
年
も
「
地

域
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
・
こ
だ
い
ら
」
の
実
現
に

向
け
て
「
誰
も
が
参
加
で
き
る
地
域
づ
く
り
」「
地
域

福
祉
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
」「
地
域
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
」「
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
」

と
い
う
４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
た
「
第
四
次
小
平
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
制
度
の
狭
間
に
あ

る
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
地
域
生
活
課
題
を
早
期
に

受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

を
目
指
し
て
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り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
で
の
防
災
・
減
災
に

係
る
課
題
の
抽
出
を
図
り
、
平
時
か
ら
の
つ
な
が
り
づ

く
り
へ
の
支
援
活
動
を
展
開
し
、
す
べ
て
の
人
が
い
つ
で

も
笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、「
た
い
よ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
」「
あ
お
ぞ
ら

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
等

を
通
じ
た
社
会
参
加
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
参
加
、
協
力
に
よ
る
施
設
運
営
を
心
が
け
、「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
への
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
本
会
の
持
つ
専
門
性
を
さ
ら
に
高
め
、
地
域

福
祉
の一
層
の
推
進
に
役
職
員
一同
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

各窓口からのごあいさつ
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ご寄付ありがとうございました
敬称略【令和2年10月１日～令和2年11月30日】

  寄付金合計 1,663,345円
寄付者お名前 金　額

1 一般寄付金………………1,340,669円
卯の花会 25,800円
クリスタルカップ事務局 50,000円
小平市ゴルフ協会 63,720円
楽笑歌クラブ　代表 柴田 照雄 50,000円
編み物サークルボンボンの会 11,590円
アトリエみつわ　代表者 宇賀神 和子 30,000円
陶芸同好会 2,000円
匿名 4 件 1,107,559円

２ ボランティア指定寄付金……  293,471 円
手編みグループ　小ひつじ 28,410円
戸谷 勝治 10,000円
森田 光江 50,000円
高齢クラブ　学園東楽友会 5,061円
匿名 1 件 200,000円

3 災害ボランティア基金寄付金 …�13,205円
むらのや 13,205円

４たいよう福祉センター事業寄付金… 16,000円
匿名 3 件 16,000円

心心にしみるにしみる短詩短詩
第27回

対　 象 	 一般の部…中学生以上　　児童の部…小学生
応募方法 	 郵便はがきまたはＡ４版の用紙に５０字以内、たて書きで１人１作品まで。
	 ①住所②氏名（ふりがな）③年齢（学校名・学年）④電話番号を記入の上、
	 問合せ先へ（郵送可）。
応募締切 	 �2月1日（月）　※応募作品は返却しません。　※未発表、自作のものに限ります。
　　　　　※各部門の優秀作品は、６月に開催する「第３５回こだいら福祉のつどい」で
	 発表し、賞状と記念品をお贈りします（入選者には５月中旬にご連絡します）。

問合せ 	 総務係　〒１８７－００４３ 学園東町１－１９－１３ 
	 ☎042（344）1217／  042（341）6220
	 午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）

あなたの心に残った出来事や感動を短い詩にして
発表してみませんか。

募 集

テーマ 「私の宝物」

「地域で支えあう福祉のまち・こだいら」の実現のため、
寄付や自動販売機の設置にご協力ください

　小平市内にある、障がいのある子どもたちの放課後活動
事業所「ゆうやけ子どもクラブ」の日常を描いています。
遊びや生活のなかで育っていく子どもたち、それを取り巻
く大人たちの奮闘…。
映画HP https://www.yuyake-kodomo-club.com/

　小平ロータリークラブ様
より、ボッチャ用具セットの
ご寄付をいただきました。
あおぞら福祉センターの事業に活用させ
ていただきます。ありがとうございました。

　本会では、高齢者で見守りが必要な方に2種類の安心
サービスを行っています。費用は無料です。
利用できるのは２種類のうち１つとなります。

　寄付は「一般寄付」と「指定寄付」の２種類があります。「一般寄付」は地
域福祉の推進活動全般に使わせていただきます。「指定寄付」はボランティ
ア基金や災害ボランティア基金、子育て支援基金や交通遺児基金寄付から
指定していただき、指定された活動に限定して使わせていただくもので
す。本会へのご寄付には税制上の優遇措置が適用されます。寄付の方法に
は、窓口にお持ちいただく方法と、指定口座への振込がございます。
　また、遺言書に寄付先を指定する遺贈による寄付も受付けております
ので、ご相談ください。
　募金箱は、店舗やクリニック（診療所）等に
置いて寄付金にご協力いただいています。イ
ベント等でお使いいただけるよう募金箱の貸
出も行っています（個数に限りがあります）。
※募金箱サイズ…アクリル製、
　幅155㎜×横100㎜×高さ207㎜
　（写真）です。

　市内の公共施設などに自動販売機を設置し、売上金の一部を本会
の運営や地域福祉活動のための貴重な財源として活用させていただ
いています。ご自宅やマンション等の敷地の一角、駐車場や店舗の空
きスペースを自動販売機の設置場所としてご提供くださる方を募集
しています。

※ご希望の方は、本会または地域の民生委員までお申し込みくだ
さい。元気に過ごしているけれども、高齢の一人暮らしだから少
し心細いな、不安だな…と感じている方、詳しい内容を知りたい
方、まずはお気軽にお問い合わせください。
問合せ  �申込み

地域包括支援センター中央センター 内
☎042-345-0691　午前9時～午後５時（日・祝日を除く）

① おはようふれあい訪問サービス
週3回（月・水・金）の午前中に、乳酸菌飲料をお届けし、
手渡しをすることで、お元気でいることを確認します。

② 電話訪問サービス
週１回（金）の午前中に、電話訪問員が電話で声の便りをお届
けし、近況を伺います。

と き  	 1回目　午後0時30分開場　午後1時～3時
	 2回目　午後4時開場 午後4時30分～6時30分
ところ 	 ルネこだいら・レセプションホール
	 小平市美園町1-8-5（小平駅南口・徒歩３分）
費 用 	 入場料 1,000円
定 員 	 各回50名
内 容 	 ドキュメンタリー映画
	 「ゆうやけ子どもクラブ！」上映
	 上映後、井手洋子監督による舞台挨拶
	 （新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更もあり）

申込み 	 事前申込み制。問合せ先へお申し込みください。
	 当日は、検温・マスク着用のうえ、ご来場ください。
問合せ 	「ゆうやけ子どもクラブ！」上映会実行員会
	 TEL/FAX　042(344)2448
	 メール　akanekai@ia8.itkeeper.ne.jp

認知症家族介護 講演会

と き  午後1時30分～3時
ところ  福祉会館４階 小ホール
対 象  認知症の家族介護者
定 員  30名（先着順）
費 用  無料
内 容  認知症の基礎知識
講 師  田口 実さん
　　　（認知症介護指導者）　
問合せ  �申込み  
地域包括支援センター中央センター 
☎042（345）0691
午前8時30分～午後５時15分

（日・祝日を除く）

～家族や介護者が心がけたいこと～

1/ 認知症の
介護ストレス
と上手く
つきあう方法

と き  午後1時30分～3時
ところ  中央公民館1階 視聴覚室
対 象  認知症の家族介護者
定 員  30名（先着順）
費 用  無料
内 容  認知症の基礎知識
講 師  藤澤　大介さん
　　　（精神科医師・慶應義塾大学
　　　 医学部准教授）
問合せ  �申込み  
地域包括支援センター中央センター 
☎042（345）0691
午前8時30分～午後５時15分（日・祝日を除く）
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2/ 「ゆうやけ子どもクラブ！」 
小平上映会

 ～（人間っていいな）と感じられる
ドキュメンタリー映画～

問合せ  総務係  ☎042（344）1217

ご寄付および募金箱設置協力のお願い 社会貢献型自動販売機の設置協力のお願い

社会貢献型自動販売機 Q＆A
社協の相談コーナー

  1・2 月の専門相談
成年後見制度の利用、判断能力が十分で
ない方の権利擁護についてのご相談をお
受けします。
1月27日（水）・2月24日（水） 
時間:午後1時30分〜4時30分

権利擁護センターこだいら
☎042（342）8780

完全予約制

映画

※会場に
駐車場は
ありません

※オンライン
受講可

（詳しくは問合
せ先まで）

成年後見基礎講座

と き  午後２時～４時　 ところ  福祉会館４階 小ホール
定 員  4０名（先着順）　 費 用  無料
講 師  鈴木 智也さん（司法書士）
申込み  １月２８日（木）までに問合せ先へ 
問合せ  権利擁護センターこだいら
	 ☎042(342)8780 午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）

1/29
(金) 「後見人のお仕事」～就任から終了までの実務～

　成年後見人はどのような仕事をするのでしょうか。就任した時、日常生
活の中で、特別なことが起こった時、それぞれの場面における後見人の仕
事内容について専門家から具体的に学びます。

親族後見人等連絡会

と き  午後２時～４時　 ところ  福祉会館４階 小ホール
定 員  15名（先着順）　 費 用  無料　
講 師  召田 正子さん（社会福祉士）
申込み  ２月２５日（木）までに問合せ先へ
問合せ  権利擁護センターこだいら 　☎042(342)8780
	 午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）

2/26
（金)

　ご親族の後見人等として現在活動中の方や、申立準備中の方を対象に、
親族後見人等連絡会を開催します。講師より実務についてお伝えし、会の
後半では意見交換を行います。

介護予防見守り
ボランティア登録研修
～フレイル予防と地域の見守り～

と き  午後２時～４時
ところ  福祉会館4階 小ホール
対 象  市内在住のおおむね６５歳以上の方
定 員  30名（集合形式） ・40名（オンライン受講）
	 ※いずれも先着順
費 用  無料
内 容  講演「地域でつながる介護予防
	 ～このまちも、私もずっと元気でいるために～」
講 師  植田 拓也 さん（東京都介護予防推進支援センター）
持ち物  筆記用具
申込み  １月２5日（月）までに問合せ先へ
	 お電話にてお申込みください。
問合せ  地域包括支援センター中央センター 
	 ☎042（345）0691
	 午前8時30分～午後５時15分（日・祝日を除く）

1/
28
(木)

　介護予防見守りボランティア事業は、市内の高齢者に日常生
活の中でできる範囲での見守り活動を行っていただく事業で
す。地域とつながることは、ご自身の介護予防と健康維持にも
つながります。お散歩やお買い物、ご近所同士のお付き合いの
中でさりげない見守り活動をしてみませんか。

一人暮らしの高齢者のために

 内容

 対象者の要件 ～①②共通～

Q 個人でも設置できますか？

Q 設置費用は？

Q どんな場所でも設置できますか？

個人や会社等、
どなたでも設置できます。

設置は無料です。また、電
気料の負担もありません。

設置できない場所もありま
すので、問合せください。

A

A

A

◇見守りが必要なおおむね70才以上の一人暮らしの高齢者
◇�市の訪問給食サービスを受けている方、高齢者住宅（シルバー

ピア）入居者は対象外です。
◇�見守りにご協力頂ける方（親族・近隣住民・ご友人等）の緊急連

絡先が必要になります。見守り対象者の方のお元気なご様子が
確認できなかった場合、緊急連絡先の方へ連絡をします。

認知症の介護に必要な知識や技術を専門家から学ぶ講座です。

　本会の事業に対しましてご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　本会では、皆さまからいただいたご寄付で、子ども会や福祉団体への助成、交通遺児見舞金の支給をはじめ、子ども食堂
への支援、ひきこもり状態にある方やその家族への相談支援、コミュニティソーシャルワーカー（CSW）による地域生活課題
の解決への取組などの事業を行っています。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の影響により、やむを得ずこれらの事業を縮小や中止することとなりましたが、今後も地域
福祉活動の継続は欠かせないものであり、そのための財源が必要です。
　このような状況下ではありますが、小平の地域福祉推進のため、皆さまのご支援をよろしくお願いします。

認知症
ケアの基本

　  ボッチャ用具セットを
 寄付していただきました

広告に関するお問合せは、直接広告主にお願いします。
茶道具・掛け軸・絵画・版画・古書・文具・古陶磁器
工芸・武具・仏教美術・中国美術・東洋美術 その他

 豊富な経験と知識で、安心・丁寧な査定。
 出張・鑑定料無料。お気軽にご相談下さい。
 相続の鑑定書作成も承ります。

0120-72-6060

美術・骨董品買います美術・骨董品買います

訪問リハビリマッサージ専門

随時 無料体験施術を行っております。

広告募集広告募集
お問合せは
総務係

☎042（344）1217

サイズ 59 × 55mm
15,000 円／号

・

マスクを着用しよ
う

・
手

洗
い

を

しよう・3密に注
意

し
よ

う



嘱
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集

　皆さん、「こふくだより」をご存じですか？ こだいらボラン
ティアセンターでは、偶数月にボランティア情報誌「こふく
だより」を発行しています。
　誌面には、小平市で活躍しているボランティア（コボラさ
ん）へのインタビューや、東部・西部ボランティアコーナー
の講座案内、ボランティア受入れ施設へのインタビュー、ボ
ランティア募集情報等を掲載しています。これからボラン
ティアをやってみたい方はもちろんですが、小平市内でど
んなボランティアが活躍されているのかを、皆さんに知っ
ていただければと思います。
　「こふくだより」は、こだいらボランティアセンターと東
部・西部ボランティアコーナーをはじめ、公民館や地域セン
ター・市内のお店などで配架していますので、どうぞお手に
取ってみてください。また、市内のお店や福祉施設等で、配
架にご協力いただけるところも募集中です。こだいらボラ
ンティアセンターまで、お問い合わせください。

「こふくだより」

【受付期間】 １月８日（金）～２月１２日（金）

　「市民の誰もが安心して暮らせる福祉のまち『こ
だいら』」を実現するために、歳末たすけあい・地域
福祉募金の一部を、地域福祉活動に助成します。

●おもちゃの病院によるおもちゃ修理の活動
●地域交流のためのボッチャセットの購入
●精神障がい者の家族・当事者を対象とした講演会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ

要
保
護
世
帯

見
舞
金

そ
の
他
の

地
域
福
祉
活
動

地
域
活
動
団
体

これらの活動
に関する
助成金です。

これらの活動
に関する
助成金です。

令和3年度使用分
地域福祉活動助成金
申請受付開始！

令和3年度使用分
地域福祉活動助成金
申請受付開始！

このような活動に助成しています

歳末たすけあい・地域福祉活動募金

歳末たすけあい

こふくだより配架先のお店
カフェ　ラグラス
永田珈琲
珈琲の香
ぽえむ
カットマート 小平店
シュガープラム
ＮＭＣ
ギャラリー＆スタジオ
小川農園
アクア薬局 小川店
いなげや花小金井駅前店
ビッグ・エー 小平鈴木店　　
イオンマーケット(株)
ピーコックストア 花小金井店
おふろの王様 花小金井店　

【勤務時間】� ①午前８時３０分～午後５時（休憩１時間）
	 ②午前９時～午後５時（休憩１時間）
	 月曜日～金曜日の週５日
	 （年間行事により、土・日曜日に数日の勤務あり）

【試験日等】	�一次選考（課題作文等）合格者に二次選考試験の
	 面接日程をお知らせします。

【勤 務 地】��	小平市立障害者福祉センター又は
	 小平市立あおぞら福祉センター

【申 込 み】�	提出書類を問合せ先へ郵送ください。（持参不可）
【問 合 せ】	法人運営係☎０４２（３４４）１２１７

※勤務条件など、詳しくは募集要項をご覧ください。 
※�募集要項は、本会ホームページからダウンロードができる他、本会窓口でも
　配布しています。
※申込みは、所定の書式にてお申込みください。

共 通

あなたも社協職員として活躍しませんか

【採用予定人員】 1名
【資格】�介護職員初任者研修修了者、社会福

祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、
保育士のいずれかを有する方優遇

【給与】月額/２１０，０００～２１５，０００円

【採用予定人員】 ２名
【資格】�相談支援従事者初任者研修修了者、

社会福祉士、介護福祉士、精神保健
福祉士のいずれかを有する方優遇

【給与】�月額/２１５，０００～２２０，０００円

職 種

②相談支援業務
  （サービス等利用計画作成等）

職 種

QRコードを読み込むと
募集要項のページが
表示されます。

①介護業務
  （障がい者通所サービス支援）

こだいらボランティアセンター　☎︎042（346）1424 
午前9時～午後5時（平日および第２・４土曜日）

問合せ応 募




